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研究成果の概要：本研究において、帝王切開分娩を経験した女性のための出産選択における

決定援助のためのツールの作成を行い、決定援助プログラムの開発及びその効果の検証を行

った。帝王切開分娩を経験し、現在妊娠している女性 18 名に決定援助プログラムを用いた支

援を行い、プログラムの効果として、有意に出産選択に関する知識を向上させ、帝王切開分

娩後の女性の出産選択における葛藤を減少させるという結果を得た。また女性のインタビュ

ーの質的データから、意思決定の上で助産師が女性の思いを傾聴しながら、女性を支援して

いく重要性が示唆された。 
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１．研究開始当初の背景 

帝王切開率の上昇が著しい昨今、帝王切

開分娩を経験した女性は、次の出産時に２

つの分娩様式（帝王切開後の経膣分娩：

VBAC〈Vaginal Birth after Cesarean〉あ

るいは選択的反復帝王切開分娩：ERCS

〈Elective Repeat Cesarean Section〉）

のどちらかを選択し決定をしていくこと

になる。その選択と決定のプロセスにおい

ては、前回の帝王切開分娩の経験、それぞ

れの分娩様式のリスクの受け止め方、家族

の事情、医師との関係性や病院の方針など

様々な要因が関与していると考えられて

おり、その選択と決定は、女性にとって決

して簡単なことではないと思われる。 

また少子化とともに、出産を取り扱う病

院は日本各地で閉鎖に追い込まれている

こと、さらに産科領域の医療訴訟の問題も
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深刻化していることから、VBAC を希望する

女性を受け入れている病院は限られてい

る現状にある。そのため帝王切開分娩を経

験した女性が VBAC を希望しても、なかな

かその受入れ先の病院を見つけることが

困難な状況である。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、帝王切開分娩後の女性

が、次の出産を迎えたときの出産様式選択

における自己決定支援のプログラムを開

発することである。 

 

３．研究の方法 

 2008 年～2009 年の 2 年間にわたり、帝王

切開分娩を経験した女性のための出産選択

における決定援助のためのツール（小冊子）

及び決定援助プログラムの開発、その効果の

検証を行った。 

(1) 研究デザイン 

 本研究は、帝王切開分娩を経験した日本人

の妊婦に対し、出産方法選択における決定援

助プログラムを用いた介入を実施し、その効

果を評価する準実験的な研究デザインであ

る。 

(2) 対象 

 リクルートは、2008 年 9 月～2009 年 3 月

の期間に行われた。研究対象施設は、VBAC の

受入れが可能な病院であり、研究協力の得ら

れた５か所の病院とした。対象は、以下の条

件を満たす者とした。 

①前回帝王切開分娩を経験し、現在妊娠して

いる女性(妊娠 24 週～34 週) 

②経膣分娩のトライアルが可能な女性 

(3) アウトカムの測定用具 

決定援助プログラムの介入前後のアウト

カムの測定用具として決定に関する葛藤尺

度（日本版 DCS：Decisional Conflict Scale）

と研究者が作成した知識評価を使用する。 

① 日本版 DCS 

本研究によるアウトカムは、決定に関する

葛藤とし、オリジナル版が翻訳、反訳された

日本版 DCS（Arimori 2006）をもとに作成し

た。本尺度は、「とてもそう思う」から「全

くそう思わない」までの 5段階のリッカート

尺度である。得点が高いほど葛藤が高い。 

DCS のスコアは、それぞれの項目の点数を合

計し、項目数で割り算出される。DCS2 以下は

「低い葛藤」 であり決定が遂行されているこ

とを示し、2.5 以上を「高い葛藤」であり、決

定の遅延や健康状態にも影響が及ぼすとされ

ている。 

② 知識評価 

今回作成した「出産方法選択の知識評価に

ついての質問紙」は、２つの出産方法の選択

にあたっての重要となるリスク、利点に関す

る 15 の質問項目から作成した。それぞれの

質問項目において「正しい」、「まちがい」の

２つから選択するものとし、回答が正しけれ

ば 1点、回答がまちがっていた場合、０点と

評価し、総点 15 点とする。 

(4) 研究の手順 

 決定援助プログラムの介入は以下の手順

で行った。 

① VBAC を希望する女性を受け入れており、

研究協力が得られた病院・診療所から、帝王

切開分娩の既往をもち、現在妊娠している女

性（経膣分娩のトライアルが可能で、妊娠

20-34 週の女性）を募集する。 

② 研究協力が得られた妊婦に対し、決定援

助プログラムの介入及び介入前後の調査を

実施する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
  
 

 

 

 

調査 1(妊娠 24 週～34 週) 

  研究協力の同意と説明 

＊ デモグラフィックデータの収集 

＊ 分娩方法選択における気持ちの傾き 

＊ 意志決定において望む役割 

＊ 決定に関する葛藤 

＊ 出産方法選択に関する知識 

 

調査 2(妊娠 26 週～36 週) 

＊ 出産方法選択における気持ちの傾き 

＊  決定に関する葛藤 

＊  出産方法選択に関する知識 

＊ 決定援助プログラムの意思決定プロセスに 

おける効果の評価 

 

決定援助プログラムの介入(妊娠24週～34週) 

① ニーズアセスメント(決定に影響を及ぼす要因

の明確化) 

② 小冊子を用いた決定援助の実施 

③ 意志決定支援のフォローアップ（2 週間後） 

 



 

 

(5) データ分析 

①量的分析 

決定援助プログラムの介入効果をみるた

めに、介入前後で「決定に関する葛藤スコア」

「知識スコア」の変化を t-検定を用い分析を

行った。 

②質的分析 

介入後の半構成的インタビューによって

得られたデータから逐語録を作成した。 

作成された逐語録のデータから、決定援助プ

ログラムの効果を「分娩方法選択に対する気

持ちの変容」、「決定を困難にしていた要因に

及ぼす影響（十分でない情報、現実的でない

期待、不明確な価値）」、「情報に基づいた選

択」、「本人の価値に基づいた選択」、「家族へ

の影響」という観点において、内容分析を行

った。 

(6) 倫理的配慮 

 本研究は、研究計画書の段階で福岡県立

大学研究倫理委員会で承認された。 

 

４．研究成果 

(1) 決定援助のツールとしての小冊子の作

成 

決定援助に関する文献検討を行い、概念の

明確化を行い、本プログラムにおける決定

援助のためのツールとして、小冊子を作成

した（図 1 A5 判 26 頁）。 

小冊子の作成過程においては、Shortenら

(2004)が作成した帝王切開分娩後の出産選

択についての小冊子（英語版）及びオタワ

決定サポート枠組みに基づき開発された

様々な小冊子の開発過程と内容構成を参考

にした。 

まず作成過程においては、帝王切開分娩

後の分娩方法選択の現状とVBAC成功率、そ

してVBAC及びERCSの利点とリスクについて

の文献検討を実施した。海外の文献検討（シ

ステマテックレビュー・メタ分析含む）及

びアメリカ、イギリス、カナダにおける臨

床上のガイドラインも参考としながら、再

度、英語版の小冊子に示されている

VBAC/ERCSの選択の現状と、それぞれに伴う

リスクや合併症の発症率に関しての情報の

見直しを行った。また日本で報告されてい

るVBAC/ERCSに関するデータも抽出し、海外

の文献のデータと比較・検証を行った。さ

らに、日本の帝王切開分娩前後の医療管理

や看護ケアに関する文献検討に加え、帝王

切開分娩を経験した女性からのインタビュ

ーの内容や、産科医師、助産師からの意見

をもとに、内容の修正、検討を重ね作成し

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図1  出産の選択(日本版) 

 

(2) 決定援助プログラムの開発 

ツールの開発と並行して、オタワ決定サ

ポート枠組みに基づき、決定援助プログラ

ムの開発を行った。プログラムの開発過程

においては、数人の女性にインタビューを

行い、介入時期と内容、インタビューガイ

ドの検討を行った。 

 決定援助プログラムとは、オタワ決定サ

ポート枠組みに基づき、出産方法選択の決

定に影響を及ぼす要因をアセスメントする

「①ニーズアセスメント」、これに基づいた

「②決定援助の実施」、研究者との対話を通

しながら、その後の意思決定ステップを支

援するための「③意思決定支援のフォロー

アップ」を包含している。②の「決定援助

の実施」のツールとして、研究者が作成し

た小冊子及びワークシートを使用する。 

(3) シンポジウムの開催 

平成20年6月8日（日）に、「帝王切開分

娩を経験した女性のための出産選択の支

援」をテーマに掲げ、一般の方々、医療者

を交え、シンポジウムを開催した。シンポ

ジウムでは、Shorten氏の基調講演、そして

 



 

 

2人のシンポジスト（助産師、研究者）の発

表のあと、参加者とともにデイスカッショ

ンを行った。このシンポジウムでは、VBAC

の受け入れの厳しい現状を再認識するとと

もに、帝王切開分娩を経験した女性の出産

選択における意思決定支援の重要性が確認

された。 

(4) 決定援助プログラムの効果と考察 

① 対象の属性 

 20名の研究協力者が決定援助プログラム

に参加したが、うち1名は、35週で早産とな

り、もう１名は、途中で連絡がとれず２回

目のデータ収集ができなかった。最終的に

18名の研究協力者のデータを収集し、分析

を行った。 

② 出産方法選択における気持ちの傾き 

 18名中3名は、介入前、出産方法の選択に

おいて「わからない」と答えたが、プログ

ラム参加後は、VBACあるいはERCSへとそれ

ぞれの選択の意思が明確となっていた。残

りの15名もまた、それぞれの出産方法選択

の意思を明確にしている傾向がみられた。 

③ 決定援助プログラムの効果 

介入効果のアウトカムは、「決定に関す

る葛藤」及び「出産方法選択に関する知識」

と し 、 そ れ ぞ れ Decisional Conflict 

Scale(DCS）と知識評価で測定した。その結

果、決定援助プログラムは、有意に出産選

択に関する知識を向上させ（知識スコア

12.44→13.28, t=-2.9 p=.009）(図2)、帝

王切開分娩後の女性の出産選択における葛

藤を減少させる（DCS スコア 2.50→2.12, 

t=3.2, p=.005）という結果を得た(表1)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図2  介入前後の知識スコア 

表1  介入前後のDCSスコア （N=18） 

 

 

 

 

 

また女性のインタビューの質的データ分

析から、「選択を考えるきっかけ」「選択

肢の長所・短所について考え、納得して選

択」「自分の気持ちを整理」「支援されて

いるという安心感」「選択について家族と

話し合う」などのカテゴリーが抽出された。 

④ 考察及び今後の展望 

女性のインタビューから、現在帝王切開

分娩後の出産選択に関する情報提供は、医

師に委ねられており、VBACを希望する場合、  

「VBACについての説明に基づく同意書」と

いうかたちで、医師から情報が提供されて

いる現状であった。その内容の多くは、  

1999年にACOG Practice Bulletinに発表さ

れたVBACを試行する場合のガイドラインに

基づき（ACOG 1999）、VBACを試行する場合

の条件、成功率、リスク（子宮破裂の発症

率、緊急帝王切開分娩のリスク）などが示

されているものである。 

帝王切開分娩の既往をもつ女性の出産方

法の選択・決定においては、施設の分娩方針

とともに医師から提供される情報内容や情

報提供の仕方も重要な影響力をもつ。 その

ため、医師には、選択肢のリスク・メリット

について、EBMのデータに基づく情報提供と

ともに、本人の意向を確認、尊重しながらの

意思決定支援が望まれる。 

また帝王切開分娩の既往をもつ女性の出

産方法の選択において、現在どれほど助産師

が関わり、支援が行われているかについては

明らかにされていない。最近では、バースト

ラウマの１つの要因として、  緊急帝王切開

分娩が考えられていることから、帝王切開分

娩後のバースレビューとともに、精神的なケ

アを継続的に行うことが重要であるといえ

る。 さらに帝王切開既往女性が次子の妊娠

をした場合、妊娠経過の中でも、女性の出産

に対する気持ちは揺らいでいることから

（Moffat et al  2006）、 女性の出産選択

に対する思いを傾聴しながら、継続的な意思

 

 

N=18 

DCS 

Score 

介入前 介入後 平均値の 

差 
差の95%CI区間 

平均値 平均値 

2.50  2.12 -0.38  -0.63 — -0.13  

 



 

 

決定支援が必要となる。 

今後さらに詳細な分析を進めながら、医師

と連携した意思決定支援モデルを構築する

ための戦略について検討を重ねていくこと

が必要であると考える。 
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